
〈○実践事例〉平成２１年度 研究委嘱地域の取組 

１ はじめに 

成長期にある子どもにとって、健全な食生活は健康な心身を育むために欠かせないも

のであると同時に、将来の食習慣の形成にあたり大きな影響を及ぼすことからも、学校

給食の教育的役割を改めて見直すとともに、学校における食育を進めていくことが求め

られている。 

学校において食育を推進するためには、学校教育全体での指導を実施することが必要

となるが、その中心となるのが栄養教諭であり、また、学校給食摂取基準に沿った学校

給食の食事内容の充実も重要な課題となっていることから、「栄養教諭を中核とした食育

の推進」を研究課題として設定し、 

① 学校給食を活用した食に関する指導の充実  

② 組織の中で個別指導を充実させるための方策 

③ 家庭、地域への効果的な普及啓発を行うための方策 

の３つをテーマとして掲げ、栄養教諭を中核とした学校、家庭、地域の連携体制のもと、

テーマに沿って研究に取り組んできた。 

 

２ 取組 

 （１）学校給食を活用した食に関する指導の充実 

  ア 学校給食指導講習会の開催 

演題「食育推進における栄養教諭の役割」  

 

 

 

 

  イ 児童への食に関する指導 

    栄養教諭等と学級担任等によるティームティーチング 

 

 

 

 

 

 

 

発表テーマ 学校とともに地域ぐるみで食の楽しさ、大切さ、関心をもつ子どもの育成 

 

所属名 所沢市教育委員会保健給食課  

 ☆学校給食は生きた教材 

☆学校教育活動全体を通じて取り組む 

☆学級担任と栄養教諭の連携の重要性 

【講師】女子栄養大学短期大学部 

教授 金田雅代氏 

 

  

生活科「とうもろこしの皮む

きをしよう」（２学年） 

 

学級活動「すききらいしない

で食べましょう」（３学年） 

 



  ウ 箸を使った食に関する指導 

・「マイ箸」づくりと 

手打ちうどん体験学習会の開催 

・「はしの日」の制定とそれに伴った 

            給食献立の工夫 

 

 

    

    

    

 

   

（２）組織の中で個別指導を充実させるための方策 

 食物アレルギーを持つ児童生徒の学校給食の対応として、栄養教諭在籍校において、

アレルギーの専門家による「食物アレルギーの知識理解対応研修会」を開催した。 

 

（３）家庭、地域への効果的な普及啓発を行うための方策 

ア 食育フォーラムの開催 

 

 

 

 

 

 

イ 親子料理教室の開催 

 

 

 

 

 

   

 ３ おわりに 

  栄養教諭が在籍する小学校４校のみならず、その他の小学校においても、地域、家

庭と連携しながら、食に関する指導を行なった。今後は、小学校と中学校が連携する

こと、さらに、課題として、給食の残菜率の目標である１０％を達成するため、市内

各校への働きかけを進めていく。 

 

【箸づくり】 

 

【市の名物でもある手打ちうどん】 

 

１１月１１日を 

「はしの日」に 

 

 

 

【講演：村上祥子氏】 

 

【シンポジウム】 

報告者：農業指導

者、保護者、学校

関係者、栄養教諭 

 

西武学園医学技

術専門学校学生

による「エプロ

ンシアター」 

 

ウ 献立だよりを活用した「ひとこと給食指導」 

☆正しい食習慣を身につける 

☆食への関心、環境に対する意識の向上 

  地域の生産者の協力により学

校の農園で収穫された食材 

 

 


